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秋田県における放射能調査について

（昭和54年度）
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I .緒言

前作度に続き，秋田iiiを中心とした核実験の放射能に 年）l

よる閲境汚染凋資を実施しているが，昭和54年度 (54.4

~55 3)の結果について報告する． 昭544 

II.調査の概要

A.調査対象

表 1に示す。

表 l． 淵丙対象

謁針試料
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ジンチレージョンサーベイ
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周年辿続
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B.測定方法

試料の前処J]I'および1）lll記‘法は，科学技術）i編「全ベー

タ放射能測定法（昭和51年）」， 「放射刊ストロンチウ

ム分析法（昭和52{-|:)」, 「NaI(Tl)ジンチレージョン

スペクトロメータ機器分析法（昭札l49作）」 鳴にr仕し

た．

＊秋川県衛I|＿＿科学研究所

武田ミキ子＊

哲＊北林敏郎＊

表 2. 雨水の全/3線放射能値
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側定 降水鼠 最高値 最低値 平均値 降下扇

.el数 疇 pCじ叫 pCし咸 pC兄咸 mC峠属

16 159.7 0,08 

゜
0.03 2.8 

10 82.7 0.04 

゜
0.02 1.1 

13 363.7 0.05 

゜
0.02 58 

13 245.2 0.04 

゜
0.02 4.2 

8 296.2 0.03 

゜
0.01 1.2 

12 240 3 0.03 

゜
0 01 3.0 

1 4 190.5 0.02 

゜
0. 0 l 1.1 

15 209 1 0 03 

゜
0 01 I 8 

17 170 5 0 ll 

゜
0 03 3.2 

19 186.9 0 08 

゜
0 02 3.8 

15 63 6 0 28 

゜
0.05 2.5 

15 84.6 0.32 

゜
0.04 3 1 

- - 』- ．． ・----

c.測定装置

GM~t数装置

波高仕析沿

（測定値は 6時間更正伯）

ァロカ TDC-101邸

日立 505型

低バックグラント自動測定装附

ァロカ LB C-451型

ジンチレージョンサーベイメータ

ァロカ TC S-121 C邸

モニタリンクボスト 富十通 P s-532刑

Ill.調査成結

A.雨水

表 2にホす．年度を通じ，全般的に前年同様低レペル

に維移し， 4~5月に例年みられるスプリングピークも

殆んど観測されなかった．

B. 各種食品，上水，土壌の¢放射能

表 5~ 7に示す．魚介類中のタラは，昨鉗まてハタハ

タを採取していたが，今回極疫の不漁のため入手出米す，

代ってこれに変更したものである．

成箱は前年同様，特に高い値はなく， I_＿．水の場合はい

すれも検出限囚をート回った．
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表 3. 農畜産物の全¢放射能

採取 測定 生 体
生体雰閲リウム 比計較数試率料 B G 

5試（含00料四k計当)灰数cり叫率分1放射能強度（除K)種 類 菫 量 灰 量灰 計数率
灰C分i/中g 生体中年月 日 年 月 日 g 彩 ％ cpm cpm 
p pCVg 

牛 乳 54. 7. 6 55. 2. 14 6,000 0.82 16.75 137.58 噸
14 0.58士0.1453.15士1.35156.46~_43 1.28土0.04

‘‘ 55. 1. 22 ’’ 9,000 0.74 15.38 ’’ ’’ 53.28土l.34j156.85灯．44 l ~ 16士0.03

キャベッ 54. 6. 28 99 8,000 0.67 35.50 II 

’’ 97.02士1.81285.5 9士7 
.00 1. 91士0.04

大 根 JO. 25 ’’ 8,000 0.54 36.00 ル’ “ 99.68士1.83293.44関．561.59士0.04
←し

49 12土l.30144 59].09i 0 61士0.02米 11. 20 II 4,000 0.42 14.00 ’’ ‘’ 

表 4. 魚介類の全¢放射能

種 類
採 取 測 定生体中］カリウム比較試料ー「B G一馨響胃 放射能麟（除k)

年月日 年月日灰忍含量灰忍計昂p門計｀門塁認口nビ̀]]:
コイ（全身） I54. 7. 30 I 55. 2. 14 3.44 7.50 1137.58孔 0.58士0.14121.25鳥．86162.55土2.9a2.15士0.10

マダイ（肉部） I55. 1. rn ’’ 0.80 18.lげ

表 5. 日常食品の全f3放射能（都市成人5人分）

採取 測定
生重 体｛，t 

灰 分 カリウム
種 類 g/ 阻g/

年月日 年月日 kg 人1「I 人1日

日常食 54. 6. 18 55. 2. 14 8.96 20.71 1.610.5 
--------- ， 

’’ 5 4. i l. 28 9ノ 8 96 15.54 1,423.4 I 

C. 牛乳（原乳）中のJ:llI 

表 8の通りである．年度内に 6回測定したが，すべて

検出限界以下であった．

D.各種食品，土壌中の90Sr, 131 Cs 

表 9~13に示す。農畜産物，魚介類， 日常食とも異常

値ほなく，ほ傾前年度と同じレベルてあった．

一方，土壌け深度を50cmまて堀り下け， 0 ~ 5 cm, 5 

~20cm, 20~35cm, 35~50cmの4層に分けて採取，測定

した。これを90Srの蓄積屈でみると（表13), 0~5直

層か‘23.9mCi／属， 5~20cmか98.3mC1／城でi11認．2

mCi／属となり，前年同層の88.3mCi／属I)より大きく

なっている．ただし，これは放射性降下物の増大による

ものではなく，採取地点による偏りとみられる．史に20

~35cm層では57.1mCi／閥， 35~50cmが14.2mCi／扇と

なり，なおより下層への浸透をもうかがわせている．以

’’ 
日2.75士 1811.72士 149士0.04

1.461 4.89 

比計較数試率料 B G 筐料分計数率
放射能強度（除K)

計 数 率 1｛饗古
灰pC分i/中g 1• 生pC体i/中g cpm cpm, cpm 

137.58 
0.58士0.1423.72土0.9169.82土2.790.81士0.03土2.15

’’ 
I 

’’ I 27 65士0.9881 39士3.05U 71士0.03

上4層 0~5(lC1IIの合計は193.5mCi／属であり，葛城ら2)

が秋田市における雨水・ちり中の昭和50年までの累計降

下量としで見出した148mCi/1減を上回る袷果となった．

このことは，過去地表区降下した9°Srに，すて｛こ地下叩

cm以上の深さにも逹しているものや，流亡した部分，そ

れに 90Sr閂身の減衰（平減期：，30年）などを考慮した蜆

合，葛城らの降下積仇量をかなり越えていると言えるて

あろう．しかし前報で指摘したように，採取地点がやや

凹地がか，ており，雨水が幾分洗入し易い地形とみられ

ることから，以上のような結果汀tよったものと推測され

る．なお 131Cs については， 0 ~20cmまでより測定値

がまとまらず，次回に一括する予定である．

E.空間線量

モニタリングポストによる周年連続の測定結果を表14,

シンチレーションサーベィメーターによる測定値を表15
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表 6. 上水（原水）の全¢放射能

試料名 採取I 採 水 水温 測定 比較試料討 B G' 放射能強度 蒸発残留

年月日地 点 （℃） 年月日 数率 cpm
叶数率 r I 

cpm • cpm/  f I pCi/.e,物mg/f 
I 

I 

淡 水 54. 7. 30 秋田市添川 18.5 54. 8. l 5122:::L-23 7.5土0.5 1.05土0.73 2.77土1.92 51.4 

上水（蛇口水） 54. 6. 5 秋田市衛研 18 5 54. 6. 6 t I 4954士22 74」:05 1.15士0.7:3 3.13士1.98 88".2 

”(  ‘’ ) 54. 12. 18 ‘’ 8,0 54. 12. JG 5148士23 6 1.5 ,_ 0.12士0.67'-0.32士1.76 74.4 

表7. 」：壌の全¢放射能

採 取 採 取 採 取 採取時 側 定 比計較数試料率
種 類

年月 日 地 点 部 位 湿 重 量 年月 日 cpm 

54. 7 26 河辺 町 草 地， 0 ~ 5虚 2,890 g 54 1 2. 18 142 0七2.2

： I 
i 

， 
99 99 

‘’ | 5 ~20 cm 1 9,080 g 99 ；； 

B G 
計数年

cprn 

0.5士0.1

沈殿灰化物i沈殿灰化物！乾燥試料 1 放射能
500璽g当りi 1 g当り ， 1 9当り＇

cpm I cpm cpm ！乾燥試料 1
9当！JpCi 

1 2.1士0.7

1 6.0土O、7

1.6土0.3 2.3士0.1

強度
し~

mCi，／属

158.4土8.9

6 9 8.5::l-3 2.8 

備考
｀ →一9

乾燥全重量g

1,545 

5,175 
， 

—,_ 

表 8. 牛乳中 131I 

試
料
番
号

採 取 I採

鉗月日 地

柿 I胤Ij

点 I柏i"［月日

取 定 I供試屈＿ 1圃定
時間間

min 
e
 

B
孔

G
率

mp
 

c
 

数

試杓、
計数平

cpm 

カリウム
-40計数
！ 
恣 cpm

ョウ素ー］31

ll放率
cpm 

備

放射能強閲
pCi/e'i考

54. 4.27/匠鷹 1原翠U54.4. 21 2
 

1 0.0 0 28.29士0.17I 3.96土0.2518.43士0.241-0.19土0.281-1.5土2.1

2
 

6.14 6.14 28.08上（）1714.67-1::025[835士0.24 0.42-,0.28 

3
 

7. 6 ‘’ “
 

7. 7 28 21J::() 17 |4.46 -0 25 8 13土0.24 ()_t¥ 1)-0.28 

3.2」2.1
l 

------i-
， 

3. 4 _ -g. g 

4
 

12.19 ” 12.20 “ 

5 155 l. 22 9/ ” ， 5 5 1. 23 

6
 

” 

0.79土0.28
------

D.28 -0.28 

0.14土0.28

6.7土2.3

•一；

2 3_i-23 I 

1.3土2.4
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表 9. 農産物のストロンチウムー90, セシウムー 137

計魯

採取 採取
試料の性質

供誓試料） 
測定

ストロンチウム一90
測定

セシウムー 137

種類 部位 生;~1 Iカルシウム カリウム 生体中ストロン 生体中セシウム
年月日 地点 灰 己^体皿且中（生 含体息（生 年月日 pC y ・kgチウム 年月日 pC1/kg単位）彩）形 ） 単位

1 54. 6.28 キャゞ ソ 葉部 秋太田市平 0.67 0.042 0.237 6.728 55. 4. 4 15土1.236土 55. 1.21 1.6土 0.68士
2.9 0.39 0.16 

2 10.25 ダイコン 根部 II 0.54 0.023 0.194 5.442 99 26土1.4]]3応55. 1.17 1. 2 -•I- 0.62土
0.41 0.21 

3 11.20 米 精米 ” 0.42 0.0048 0.059 4.190 II 
1.6土 33土 55. 2. 6 1.6土 2.7土

0.42 8.8 0.42 0.71 

表10.原乳中のストロンチウムー90, セシウムー 137
•• P~ 

百賃
採取 採取 試料の性質

供惰試り料） 
測定 ストロンチウムー90 測疋 セシウムー 137

年月日
種類

書覧伍屠‘̀
生体中 土トウロ位ンム 生体中セシウム地点 年月日
pCi/f 

年月 H
pCi/f単位

1 54. 7. 6 原乳 秋牛田市島 8.20 1.19 1 37 8.195 55. 4. 4 3.5士 2 9:1. 55 1.11 7.4土 5.4土
0.56 0.47 0.49 0.36 

2 55 1.22 原乳 ’’ 7.35 1.09 1.33 7.353 ’’ 
5.9土 5.4土 55. 2. 7 3.6士 2.7士

0 93 0.85 0 43 0.32 
＇～一 99 m一」'•• • • • • • • ←一

表11.魚介類のストロンチウムー90, セシウムー 137
~ ~ • ~ ← 

貫肴
採取 採取 生灰体分中 灰供試分量料 カ含分ル量中シ％ウ（灰ム） カ量リウ（ムB 測定

ストロンチウム-90
測疋

セシウムー 137

試料名
含分中％灰） p灰C分i/中9 ストロン 灰pC分i/中q セシウム年月日 地点 ％ g 年月日 チウム 年月日

単 位 単位

1 54. 7.30 コイ 秋田市 3.44 3. 4 3 9 25.4 7.50 55. 4. 4 2.2土 8.7.:.L0.8 55. 1.18 0.60士0.038.0士040 
0.21 

2 55. l.l 0 マダラ 男鹿市 1.59 15.938 6.71 18.10 ’’ 
0.05士 0.7」0.355. 2 5 1.59士004 8.8土0.220.02 

' -―ー・ー•-- ・・—ー，．

表12. 日＇常食のストロンチウムー 90, セシウムー 137
クー•

計屑

採取
生重 体量

灰 分 カルシウム カリウム
供（灰試分量） 

測定 ストロンチウムー90測定 セシウムー 137

採取地

p C人i／•日臀叩翌位 pC 以・ セシウム年月日 g／人・日 9／人・日 叩／人・日 即／人・日 ， 年月日 年月日
•日単位

1 54. 6.18 秋田市 1,791 20.71 512 1,610 11.56 55. 4. 4 8.5土 16.6五55 1.28 9.0士0.65 5.6士0.40
1.3 

2 54.11.28 ／ノ’ 1,792 15.54 332 1,423 8 67 ‘’ 
38土

I l.3 3I 0 55. 1 29 6.3土046 4.4土0.32
1.0 
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表13.土壌中のストロンチウムー90，セシウムー 137

け賃
採取

種類 1l・乱魯c,I信悶al 
細量採風取土全乾

試料の性質
測定 供試量

ストロンチウムー90 セ、ンウムー 137

採取地 贔中 土風 乾容積重土． 風乾土 p乾C土i中面rn積C りp乾C土1 中 面m積Ci当／磁り
年月日 ， % kg/£ 

年月日
(9) /1,g如! /kg 

1 54. 7.26 河辺町 草地 0 ~ 5 452.4 1,545 91.02 0.683 55.4.10 100 769士3223.9土 1,600 49.7士
1.0 士39 1.2 

2 ’’ ” ’’ 5 ~20 II 5,175 88.53 0.763 ‘’’ ” 971士3498.3土 2,340 237土
3.4 ±47 4.7 

3 ,, 
’’ 99 20~35, 99 5,925 91.66 Q 873 I l l 

99 ’’ 475士2557.1士
3 0 

4 ’’ ’’ 
／／ 35~50 99 7,265 93.12 1 071 99 

’’ 95土1| 14.2ニ
J 6 

.... 

表14. モニタリングポストによる空間線撮測定値 に示す．いずれも年度を通し巽常伯は記録されなかった．

測定年月日
上値平均値 下値平均値 平均値

CPS CPS CPS 

54. 4 1 3. 7 1 1. 8 1 2.4 

5 1 3. 2 1 1. 9 1 2.4 

6 l 4. I 1 1. 9 1 2. 7 

7 1 4 2 1 1 9 1 2. 7 

8 1 3,9 I 1 l 8 l 2.6 ， l 4. l l 2 0 1 2.8 

IO 1 4.0 I 1 9 1 2. 7 

1 ] 1 4.2 1 1. 9 1 2.8 

12 1 5.2 l l. 6 1 2. 7 

55. 1 1 6.2 1 1. 5 l 2.8 

2 1 4.3 1 1. 6 1 2.4 

3 1 5.7 1 3. 1 1 4.0 

c1ll 5. シンチレーションサーヘイメーターによる空間線

贔測定値

測定場所
測定年月一~~・日”1：大候 測定値

(uR/h) 

秋田市水道山 54. 4. 28 11: 20 薄曇 7. 3 
／／ 5. 21 14: 00 晴 7.2 
／／ 6. 13 13: 45 晴 7.3 
9I 7.31 13:20 曇 6.9 
99 8. 17 9:50 晴 7.2 

’’ 9. 26 10: 00 間 7.6 
99 10 12 10:30 i ， 晴 7.3 

’’ 11 9 13:50 間 6.9 

’’ 12 19 13:30 l11'f 7.3 
II 55. 1. 22 13: 45 ,←，L ,~, . 5.3 

’’ 2, 19 15:00 晴 5.2 
99 3. 28 14: 05 晴 7.3 

IV.結語

本期間中，核実験による影響はなかった．また全般に

各試料とも異常値は観測されず，前年同様低レベルに推

移した．
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